
＜教育利用＞ ①生成AIを活用した技術科でのAIチャットボット制作〜創造的な地域課題解決につながる学び〜

八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

技術科の授業で制作した
Webサイトに「AIチャットボット」を実装

Webサイトの静的情報では伝えきれない、
魅力・詳細情報を、ユーザーに「対話形式」でガイドさせる。

画像生成AIを用いて「ご当地AIキャラクター」をデザイン
生成AIの回答にフィードバックを重ね、地域特化させる。
⇒そのスポットについて、より詳しく、正しく回答させる。

①

②

学習をする中でハルシネーションや
プロンプトの組み方を学ぶ

技術科の授業で作成したWebサイト



八丈町立富士中学校（東京都）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

＜教育利用＞ ①生成AIを活用した技術科でのAIチャットボット制作〜創造的な地域課題解決につながる学び〜

授業の流れ（技術科）
①生成AIを知る
生成AIについての基礎知識を学んだ。プロン

プトに必要な情報を不足なく入れるための思考
方法や、生成AIの弱点であるハルシネーション
や、著作物や個人情報を入力しないことについ
ても学ばせた。
②生成AIを活用し、プログラミングする
生成AIでコード（HTMLおよびCSS）を生成す
るためのプロンプトを入力し、その生成結果を
用い、チャットボットのタイトルを追加したり
背景色を変更したりし、生徒オリジナルのカス
タマイズを実装させた。
③生成AIを活用し、チャットボットのアイデア
出しを行う：
「八丈島の魅力が島外に伝わっていない」とい
う課題を解決するために作成しているオリジナ
ルWebサイトを、より良いものにするための
チャットボットのコンセプトを考えさせた。自
然や観光名所を始めとしたコンセプトを生成AI

と対話しながら決めていくことで、アイデア出
しやアイデアの壁打ち相手に生成AIが有効であ
ることを体感できた。
④生成AIを活用し、チャットボットのキャラク
ターの性格を決める：
生成AIと対話しながらチャットボットのキャラ
クターの名前・性格を作成させた。名前を考え
るシーンでは、「もうちょっとクールにして」
など、自らのイメージを言語化しながらプロン
プトを入力していた。中には「八丈島らしさ」
にこだわり、島民と話しているかのような
チャットボットを作るため、「一人称は「ワ
イ」にして」などと指示する生徒もおり、各々
にクリエイティビティを発揮していた。

英語の授業でサイトの英語化に生成AI
を活用し、動画の紹介をすべて英語で
行い、スピーキング力を向上させた。

完成したオリジナルサイトは
こちら

http://www.hachijomachi-
tky.ed.jp/fuji-jhs/R5.2nen/

英語の授業でサイトを英語化

AIと壁打ちをしな
がら、キャラク
ターの性格や回答
内容についての
指示を決める。

http://www.hachijomachi-tky.ed.jp/fuji-jhs/R5.2nen/?fbclid=IwAR0YsUUmi511S-Z83IO-KvjQwjLgz0PBZwoBkPKvDpgU3T3o8c-6vGNU4jk

